
令和３年７月２７日 

港湾空港局空港企画課

第三セクターの経営情報について 

報告対象団体 北九州エアターミナル株式会社 

会社概要 

会 社 の 

事 業 概 要 
１ 北九州空港における貸室業及び空港利用施設の賃貸業等 

資 本 金 額 3,524,000 千円 

本市の出資額 1,000,000 千円 

本市の出資割合 28.4 ％ 

従 業 員 数 １７ 人 

営 業 報 告 の 要 点 

北九州エアターミナル株式会社の経営については、新型コロナウイルス感

染症の世界規模での発生・拡大の影響により、旅客需要は大幅に減退し、年

間総旅客数が約323千人（前期比－79.5％）となったことから、施設使用

料収入などが大幅に減少し、当期売上高は約496百万円（前期比－47.4％）

となった。 

売上原価、販売費及び一般管理費の合計は、大幅な減収の中、経費の見直

しや削減を実施し、約801百万円（前期比－13.9％）となった。 

収支状況 

の 要 点 

当 期 純 損 失 312,366 千円 

前年度との比較 

○営業損失は、305,695千円で、 

 前期比318,929千円の減益（前年度営業利益13,234千円）

となった。 

○経常損失は、285,389千円で、 

 前期比330,610千円の減益（前年度経常利益45,221千円）

となった。 

○当期純損失は、312,366千円で、 

 前期比 342,673 千円の減益（前年度当期純利益 30,307 千

円）となった。 

その他 

(剰余金・欠損金、設備

投資、資金調達など)

○設備投資 

①国際貨物テント倉庫の建設 

②貨物地上支援機材の整備 

③フライトインフォメーション更新 

④旅客ターミナルビル内コンコース空調設置工事 

繰 越 利 益 剰 余 金 528,495 千円 

株主総会 

令和３年 6 月２８日

開 催 

監 査 報 告 
会計監査人（公認会計士北部九州監査団）及び監査役会（監査役３名）

が監査を実施した結果、適法かつ正確であった。 

議 案 

(1)決議事項 

第 1号議案 第三者割当増資の件 

第 2号議案 取締役２名選任の件 

第 3号議案 監査役３名選任の件 

いずれの議案も異議なく承認可決 

（令和３年３月３１日現在） 

資 料 ５



北九州エアターミナル株式会社 

令和２年度 経営状況報告 

（第３２回定期株主総会資料より一部抜粋） 

令和３年７月２７日 

港 湾 空 港 局 
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